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Ｄ／Ｇ機関クランクケースドレン受け

D/G 6B動弁注油タンク

□発生事象
７／２３朝方、パトロール中の運転員が６号機非常用ディーゼル発電機（Ｂ）

（Ｄ／Ｇ ６Ｂ）を巡視中に動弁注油タンクのレベルが高いこと、床面に油がある
ことを発見した。

□時系列
６：２５ 動弁注油タンク油面が高いこと、動弁注油タンク補給弁が微開
～６：４０ となっていることを確認。全閉操作実施。

Ｄ／Ｇ ６Ｂ 下部に３ｍ×２ｍ×１ｍｍ（約６Ｌ程度）
の油溜まり発見、鉛筆芯１本程度継続中。ドレン受けがずれていた。

６：４４ 免震棟宿直当番に連絡
７：０５ 消防連絡
７：１２ 自衛消防隊現場到着

１０：１９ 消防現場到着
１０：２４ 消防現場確認終了
１０：３０～１１：１３ 油拭き取り実施

□漏えい量
床面に３ｍ×２ｍ×１ｍｍ（約６リッター程度）

（７／23時点：床面に５ｍ×５ｍ×１ｍｍ（約２５リッター程度）)

□推定原因
７月22日朝方から同日10時30分の間に補給弁が開き、プライミングポンプが１時

間中10分間自動運転するなかで、潤滑油が徐々に補給されたため同タンクから
オーバーフローしたと推定。
（７／11時点：７／１１に動弁注油タンク油張りを実施した際、補給弁の閉操作が
完全ではなく、補給ラインの温度設定（３５～４０℃）と５０分に１回１０分間の自動
運転する潤滑油プライミングポンプの圧力により、徐々に補給された。
ここ１週間気温の低下により、昨晩連続運転の状態となり、動弁注油タンクの

油面が上昇し、オーバーフローラインより漏えいが発生したと推定される。

□対策
１．動弁注油タンク補給弁「閉」チェーンロック実施
２．類似弁に取り付けているスプリング固定器具取り付け実施
３．類似弁へのチェーンロック実施
４．ドレン受けが動かないようにガイドを設置予定。
５．Ｄ／Ｇ建屋等の現場扉の施錠管理の徹底

油の流れ

動弁注油タンク補給弁「閉」
チェーンロック実施

油拭き取り実施

差し替え版

※その後の調査により、漏えい量および推定原因が確定したため資料を差し替え（平成25年８月７日）


